
 

≪ 高校生・世界の架け橋養成事業 ≫ 

「2018済州国際青少年フォーラム」 応募要領 

 この度、北海道と友好協力協定を締結した（2016 年 1 月）大韓民国・済州特別自治道から、未来

のグローバルリーダーとなる青少年のネットワークづくりを目的とした「2018 済州国際青少年フォー

ラム」への参加案内がありました。 

 （公社）北海道国際交流・協力総合センターでは、北海道庁から協力依頼を受け標記フォーラムへ

高校生を派遣することとしましたので、下記のとおり参加を希望される高校生を募集いたします。 

 

記 

 1 主  催 

   大韓民国・済州特別自治道 

 

 2 派遣事務局 

   公益社団法人 北海道国際交流・協力総合センター 

   （以下「HIECC」という。） 

 

 3 派遣先及び開催期間 

   大韓民国／済州特別自治道 平成 30 年 11 月 1 日（木）～ 5 日（月） 

 

 4 テーマ（ディスカッション内容） 

  (1) How to Improve Food Security at Global Level 

  (2) How to Address Challenges for the Transition to the Renewable Energy Paradigm 

  (3) How to Engage Youth in Peace building 

  (4) How to Bridge The Gender Gap in Science, Technology, Engineering, and Mathematics 

    (STEM) 

     フォーラムでは、テーマ毎にグループに分かれグループディスカッション等を行います。 

     また、各参加者がそれぞれ地域プレゼンテーションを行うほか、参加者間の友好交流イベ 

    ントを実施します。フォーラムは全日程、英語を公用語として実施されます。 

 

 5 応募資格 

   参加者は、下記条件を全て満たす方とします。 

  ( 1 ) 2018 年 11 月現在、道内の高等学校に在籍する方 

  ( 2 ) 海外からの参加生徒との交流及びコミュニケーションを積極的に図る意欲の高い方 

  ( 3 ) 英検 2 級又は同等以上の英語能力を有していると認められ英語でディスカッションができる方 

  ( 4 ) 心身が健康で、協調性があり団体行動ができる方 

  ( 5 ) 事前・事後の研修会や報告会など、全てのプログラムに参加できる方 

   ※ 派遣前に 2～3 回（9 月～出発までの間）程度の事前研修会を実施する予定です。 

 

 6 募集人数 

   最大 4 名 

 

 7 応募方法 

   応募者は、必要な提出書類の全てを記入し、通学する高等学校の担当教諭へ提出して下さい。 

  担当教諭は、提出された書類の記載事項をご確認のうえ、提出期限までに下記までに送付して 

  下さい。 

 

 8 提出（送付）先 

   〒060－0003 札幌市中央区北 3 条西 7 丁目 道庁別館 12 階 

   （公社）北海道国際交流・協力総合センター／交流・協力部 

    ※ 封筒に「2018 済州国際青少年フォーラム・申請書」と記載して下さい。 



 

 

 9 提出書類（HIECC のホームページ〈www.hiecc.or.jp〉で様式をダウンロードできます） 

  ( 1 ) 応募願書 （様式チ１、応募者が記入） 

  ( 2 ) 保護者の承認書 （様式チ 2、保護者が記入） 

  ( 3 ) 学校長の推薦書 （様式チ 3、学校長が記入） 

  ( 4 ) 英語小論文 （様式チ 4、応募者が記入）～ 次の要領により記述すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10 提出期限 

   平成 30 年 9 月 3 日（月）（必着） 

 

 11 審査方法及び日程 

  ( 1 ) 書類審査（英語小論文）～ 応募書類の小論文により審査を行います。 

  ( 2 ) 面接審査（人物及び英語能力等の審査）～ 札幌市の当センターにて面接審査を行います。 

   日時等の詳細については、別途連絡します。なお、札幌市で行われる面接審査に参加できない 

   遠隔地の応募者については、電話による面接を予定しております。 

     ◆ 面接予定日： 平成 30 年 9 月 7 日（金） ※ 但し、変更になることがあります。 

  ( 3 ) 派遣者の決定 

    上記( 1 )及び( 2 )の結果を総合的に評価し、派遣者を決定します。また、応募者多数の場合は、 

   書類審査のみにて 1 次判定を行う場合があります。 

    9 月 12 日以降に、高等学校を経由して結果をお知らせいたします。 

 

 12 費用負担 

  ( 1 ) 応募者の負担 ～ ① 派遣決定までの応募者の面接審査会場までの交通費 

            ② パスポート発行手数料、海外旅行保険 

            ③ 渡航実費：80,000 円程度（道内～新千歳空港～韓国の渡航旅費として） 

              ※ 渡航ルートの変更や為替の変動等で、若干変更となる可能性があります。 

  ( 2 ) HIECC の負担 ～ 派遣決定後の事前・事後研修等に係る旅費 

  ( 3 ) 済州特別自治道の負担 ～ 派遣者の済州道内における移動費及び現地滞在費、食事代など 

 

 13 その他 

  (1) HIECC 職員（1 名）が引率します。 

  (2) 参加者決定後、派遣国の諸情勢によっては、安全性を鑑み派遣を中止することもありますの 

    で、予めご理解下さい。 

 

 14 問合せ先 

   （公社）北海道国際交流・協力総合センター 

    担 当：交流・協力部（小田島） 

    所 在：〒060－0003 

         札幌市中央区北 3 条西 7 丁目 道庁別館 12 階 

    ＴＥＬ：011－221－7840 

    ＦＡＸ：011－221－7845 

    Ｅメール：odajima@hiecc.or.jp 

    HIECC ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.heicc.or.jp 

以上 

≪ 英語小論文記述要領 ≫ 

 ① テーマ：前述 4 に英語で記載された 4 つのテーマより、一つ選択し英語記述すること。 

      記述にあたっては、各テーマの設問に沿って自分の考え等を記述すること。 

 ② 指定フォーマット（様式チ 4）を使用し、次のとおり記述して下さい。 

       ・ A4 用紙 2 ページ  ・ シングルスペース  ・ 13 ポイントのフォントを使用 
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